
の
特
別
区
で
新
庁
舎
建
設
を

建
設
す
る
な
ど
、
初
期
コ
ス

ト
は
６
０
０
億
円
に
増
え
、

借
金
の
返
済
な
ど
で
、
年
間

50
億
円
の
コ
ス
ト
増
に
な
る

と
し
、「
コ
ス
ト
増
は
市
民

生
活
に
直
接
影
響
す
る
の

に
、
ま
と
も
な
議
論
も
な
さ

れ
ず
決
ま
っ
た
『
協
定
書
』

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
中
核
市
並
み
」が

区
議
は12

人
の
み

　

ま
た
山
中
氏
は
、
現
在
大

阪
市
で
行
っ
て
い
る
国
民
健

康
保
険（
国
保
）
や
介
護
保

険
、
シ
ス
テ
ム
管
理
な
ど
を

特
別
区
で
は
な
く
、
一
部
事

務
組
合
で
実
施
す
る
こ
と
は

「
基
礎
自
治
体
と
し
て
半
人

前
だ
」
と
強
調
。
一
部
事
務

６
千
人
だ
と
し
、「（
維
新
の

会
が
特
別
区
は
）『
中
核
市

並
み
の
基
礎
自
治
体
』
だ
と

言
っ
て
お
い
て
、
こ
ん
な
こ

と
で
本
当
に
い
い
の
か
」
と

迫
り
ま
し
た
。

正
常
化
し
た
法
定

協
で
議
論
す
べ
き

　

山
中
氏
は
「
大
阪
市
を
解

体
し
て
特
別
区
に
分
割
す
る

こ
と
は
、
権
限
も
財
源
も
府

に
押
さ
え
ら
れ
た
、
よ
ち
よ

ち
歩
き
の
自
治
体
を
つ
く
る

も
の
。
違
法
・
脱
法
、
ル
ー

た
。

　

他
会
派
か
ら
も
「
中
核
市

な
ら
自
分
で
国
保
の
こ
と
を

決
め
て
い
る
。（
一
部
事
務

組
合
で
は
）住
民
の
意
思
が

４
千
億
円
の
財
源

わ
ず
か
７
億
円
に

　

勉
強
会
は
府
議
会
・
大
阪

市
議
会
の
公
明
、
自
民
両
党

が
呼
び
掛
け
た
も
の
で
、
府

議
・
大
阪
市
議
15
人
が
参

加
。
日
本
共
産
党
は
府
議
団

の
宮
原
威
団
長
、
大
阪
市
議

団
の
北
山
良
三
団
長
、
山
中

智
子
幹
事
長
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

山
中
氏
は
、
橋
下
市
長
ら

が
ダ
ブ
ル
選
当
時
に
「
大
阪

都
」
構
想
で
府
市
を
再
編
す

れ
ば
４
千
億
円
の
財
源
が
浮

く
と
主
張
し
て
い
た
が
、

「
協
定
書
」
で
は
府
市
の
施

設
の
統
合
で
生
ま
れ
る
の
は

７
億
１
２
０
０
万
円
に
す
ぎ

な
い
と
指
摘
。
他
方
、
３
つ

か
ら
驚
き
の
声
が
。
山
中
氏

は
「
住
民
に
説
明
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
」
と
厳
し
く
批

判
し
ま
し
た
。

　

特
別
区
の
区
議
定
数
は
昨

年
８
月
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
案
で

は
計
２
４
３
人
で
し
た
が
、

維
新
の
会
の
独
断
で
「
協
定

書
」
で
は
計
86
人
に
。
山
中

氏
は
人
口
34
万
人
の
「
湾
岸

区
」
は
定
数
12
人
だ
が
、
同

じ
人
口
規
模
の
東
京
都
北
区

（
33
万
人
）は
定
数
44
人
、
吹

田
市（
34
万
人
）は
定
数
36
人

で
、
定
数
12
人
の
高
知
県
・

土
佐
清
水
市
の
人
口
は
１
万

組
合
の
事
務
数
に
つ
い
て
大

都
市
局
が
「
整
理
し
て
い
な

い
。
今
後
も
数
を
読
む
の
は

難
し
い
」
と
答
え
る
と
満
座

ル
や
ぶ
り
を
市
会
で
も
府
議

会
で
も
繰
り
返
し
て
で
っ
ち

上
げ
た
『
協
定
書
』
は
撤
回

し
、
正
常
な
法
定
協
で
議
論

す
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し

反
映
で
き
な
い
。（
維
新
の

会
が
言
っ
て
き
た
よ
う
な
）

『
中
核
市
並
み
』
と
言
え
る

の
か
」（
公
明
・
八
重
樫
善
幸

府
議
）、「
特
別
区
設
置
が
政

治
目
的
化
し
、
机
上
の
論
理

で
つ
じ
つ
ま
あ
わ
せ
を
し
た

だ
け
。
住
民
生
活
は
そ
っ
ち

の
け
だ
」（
自
民
・
柳
本
顕
市

議
）、「（
特
別
区
を
設
置
し

て
も
）府
は
府
の
ま
ま
で
、

『
大
阪
都
』
構
想
と
は
大
阪

市
を
解
体
す
る
だ
け
」（
民
主

系
・
長
尾
秀
樹
市
議
）な
ど

の
疑
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

大
阪
市
議
会
で
は

無
効
宣
言
を
可
決

　
「
協
定
書
」
は
、
維
新
の

会
が
全
野
党
を
排
除
し
た
大

阪
府
・
大
阪
市
特
別
区
設
置

協
議
会（
法
定
協
）で
で
っ
ち

上
げ
た
も
の
。
大
阪
市
会
で

は
７
月
の
臨
時
議
会
本
会
議

で
「
協
定
書
」
を
無
効
と
宣

言
す
る
決
議
を
、
維
新
の
会

以
外
の
全
議
員
の
賛
成
で
可

決
。
府
議
会
で
も
過
半
数
の

議
員
が
法
定
協
正
常
化
を
求

め
る
意
思
を
鮮
明
に
し
て
い

ま
す
。

　

８
月
２
日
に
新
藤
義
孝
総

務
相
は
「
協
定
書
」
の
内
容

に
つ
い
て
「
特
段
の
意
見
な

し
」
と
す
る
一
方
、
橋
下
市

長
ら
が
議
会
開
催
の
要
求
を

無
視
す
る
な
ど
の
違
法
・
無

法
な
や
り
方
に
、「
通
常
の

状
態
と
は
と
て
も
言
え
な

い
」
と
指
摘
し
、
十
分
な
議

論
や
合
意
形
成
を
求
め
る

「
技
術
的
助
言
」
を
出
し
て

い
ま
す
。

　

橋
下
徹
大
阪
市
長
と
松
井
一
郎
知
事
は
、
大
阪
市
を
解
体
し
て
特
別

区
を
設
置
す
る
「
協
定
書
」
を
府
市
の
９
月
議
会
に
提
案
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
維
新
の
会
以
外
の
府
議
会
・
大
阪
市
議
会

の
野
党
各
党
が
、
府
市
大
都
市
局
を
呼
ん
で
「
協
定
書
」
を
検
証
す
る

合
同
勉
強
会
を
開
始
。
10
日
開
か
れ
た
第
１
回
目
の
会
合
で
は
各
党
の

追
及
で
、「
協
定
書
」
の
ご
ま
か
し
や
矛
盾
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

維新単独の「協定書」

ご
ま
か
し･

矛
盾
に
脱
法･

違
法

府
　
議
　
会

大
阪
市
議
会

の
野
党
が
勉
強
会
開
く

「
撤
回
し
か
な
い
」山
中
市
議

特別区設置の「協定書」の矛盾が噴出した野党各党の
合同勉強会＝10日、大阪市議会特別委員会室

　

大
阪
維
新
の
会
は
11
日
、
大
阪

市
北
区
内
で
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
き
、
来
年
４
月
の
い
っ
せ

い
地
方
選
の
第
１
次
候
補
と
し

て
、
府
議
会
48
人
、
大
阪
市

議
会
34
人
、
堺
市
議
会
12

人
、
そ
の
他
の
各
市
議
会
12

人
の
計
１
０
６
人
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

橋
下
徹
代
表（
大
阪
市
長
）は
、

大
阪
市
を
解
体
し
て
特
別
区
を
設

置
す
る
「
協
定
書
」
を
維
新
単
独

で
で
っ
ち
上
げ
な
が
ら
、「
ル
ー

ル
の
範
囲
内
」
と
強
弁
。「
来
年

春
の
統
一
地
方
選
と
住
民
投
票
で

決
め
て
も
ら
う
と
こ
ろ
ま
で
来

た
」
な
ど
と
叫
び
ま
し
た
。

　

府
議
・
大
阪
市
議
ら
は
矛
盾
だ

ら
け
の
「
協
定
書
」
の
内
容
に
は

触
れ
ず
、
維
新
の
会
が
つ
く
っ
た

各
特
別
区（
堺
市
を
含
む
）と
広
域

（
府
）の
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
前

面
に
説
明
。
府
が
カ
ジ
ノ
や
万
博

誘
致
、
巨
大
開
発
を
進
め
る
一

方
、
特
別
区
は
財
源
の
裏
付
け
も

示
さ
ず
、「
世
界
に
開
か
れ
た
ゲ

ー
ト
ウ
エ
イ
に
」（
中
央
特
別

区
）、「
東
の
田
園
調
布
、
西
の
芦

屋
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
頑
張
る
」

（
東
特
別
区
）な
ど
と
し
ま
し
た
。

　

13
日
に
は
、
橋
下
氏
と
松
井
一

郎
幹
事
長（
府
知
事
）が
大
阪
市
内

４
カ
所
で
「
街
頭
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
を
実
施
。
西
淀
川
区
内

で
橋
下
氏
は
、
同
区
を
な
く
し
て

設
置
す
る
「
湾
岸
区
」
に
カ
ジ
ノ

を
誘
致
し
、「
世
界
ナ
ン
バ
ー
・

ワ
ン
の
リ
ゾ
ー
ト
地
を
つ
く
る
」

と
演
説
。「
都
構
想
は
い
ま
何
を

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

将
来
に
海
上
リ
ゾ
ー
ト
に
す
る
た

め
に
何
を
す
る
か
だ
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

橋
下
氏
は
「
自
民
・
民
主

・
公
明
・
共
産
は
、
次
の
選

挙
で
通
る
た
め
だ
け
に
活
動

し
て
い
る
。
将
来
の
西
淀
川
を
ど

う
す
の
か
対
案
を
言
わ
な
い
」
な

ど
と
、
自
ら
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
切

り
捨
て
の
事
実
は
隠
し
、「
維
新

対
既
存
政
党
」
の
構
図
に
持
ち
込

む
狙
い
を
見
せ
ま
し
た
。

事
実
隠
し
「
改
革
者
」
装
う

橋
下･

維
新
が
一
斉
地
方
選
候
補
発
表
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